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大日本パスケットポール協会の設立に関する史的考察

―李想白を基軸として（昭和5 年）一~

及川 佑介（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

キーワード：早稲田大学．組織化．競技化

1. はじめに
昭和5年10月1日正午に大H本バスケットボール協会

は協会の設立の声明を出した． この声明をみると．全日

本選手権競技会競技規則の制定．競技の指祁．バスケッ

トボールに関する年報の発行．を事業の主軸に置くとさ

れている．つまり．バスケットボール界の組織化．競技化

を図ろうとしていたことがわかる． しかし．前体制に反発

して大日本バスケットボール協会の設立は進められ．東

京近郊の大学出身者のみでA本を統括する組織を創った

などの問題があったそこで本稿では．大H本バスケット

ボール協会の中心的役割を担っていたと考えられる李想

白の立場から大H本バスケットボール協会の設立につい

て検討した．

2.早稲田大学バスケットポール部の設立
早稲田大学バスケットボール部は浅野延秋が大正9年

に立ち上げたバスケットボール同好会がもとになり．大正

12年に部として認められている．李想白は同好会の時か

らバスケットボールにかかわっていた．浅野延秋が同好会

を創るといくつかのバスケットボールの同好会が出来．大

正11年5月にはliil好会を結染させて第2lul全H本選手権
大会ジュニアの部に出場した．さらに同年．学校の体

操の授業でバスケットボールが行われた これらは全て

大正9年から大正11年までに行われ．急速に組織化され

たことがわかる． そして．翌年の大正12年に同好会は部

として認められると． その年に早稲m大学．立教大学．
東京商科大学の学生連合を創り．翌年には全H本籠球学

生連合を設立している．

3.大日本バスケットポール協会の設立
昭和5年9月3OH午後5時30分に東東YMCAで大8

本バスケットボール協会の設立総会が開かれた．出席者

は9名の発起人（李想白．窟田毅郎．浅野延秋．田中‘虹

次郎．野村瞳．松崎一雄小林豊．妹尾堅吉．鈴木重

武）を含む約40名であった．李想白は別室に当総会で設

立を決議して直ちに発表するため新聞記者を呼んでいた．

しかし総会に呼んでいない大8本体育協会でバスケット

ボールの運営を任されていた薬師寺｛知正が協会設立に反
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対のために現れ．総会から退室させるということがあった．

さらに．東東近郊の大学出身者のみで日本を統括する組

織を創ったことを非難する声もあった．

そうした中で大L1本バスケットボール協会は設立され．

昭和5年10月1[I iE午に東点YMCAで設立の声明を出

した．組織収l的には．大日本体育協会の下に大H本バス

ケットボール協会が創れたが．大日本体育協会の薬師寺

根正が反対した要因は． 日本のバスケットボールの巡営

等が大l-1本体脊協会から大日本バスケットボール協会に

移管されたことにあると考えられる．

4.おわりに
早稲1±1大学バスケットボール部の創設にかかわった中

山克己は．年想l'-1が早稲ul大学のバスケットボールを H

本のバスケットボールに持って行ったと表現している．早

稲III大学バスケットボール部・李想白の動きを追ってい

くと． 自らが行いやすい環境を創っていった先に大H本

バスケットボール協会の設立があったと考えられるため．

中山克己が述べている通りであると思える． しかし．李想

白らが1;1本のバスケットボール界を急述に組織化し．競

技化を進めた衷には．遊戯的なバスケットボールの姿が

消えて行ったことは忘れてはならない史実といえよう．
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都市部におけるローインク種目体験が参加者の心理状態に及ほす影響

蓬郷 尚代（東京海洋大学大学院） 千足耕一（東京海洋大学大学院）

キーワード：カッター、シーカヤック、体験会、二次元気分尺度

目的

学校教育において実施されている水辺活動は，「水辺・

海辺の生物観察」に次いで「カヌー」および「カッター」の

ローイング種目の実施率が高いと報告がされているり ま

た．恵まれた自然や特有の朕史などを身近に体験するた

めのシーカヤックによるエコツアーの心理的効果について

の報告2)がある．

本研究では学校教育において比較的実施率が高いとさ

れるカッターおよびシーカヤックを都心部において体験す

ることによる参加者の心理状態の変化について検討する．

方法

心理状態の測定には，坂入ら (2003)が開発した二次

元気分尺度（以下． TDMS)をJIIいて， 2012年8月から

11月にかけて都心部において開他されたカッタ一体験会

の参加者 (80名）およびシーカヤック体験会の参加者 (87

名）の合計167名を対象として．乗船前・後において質問

紙調査を実施した． TDMSは8つの項Hに対して「まっ

たくそうではない (0点）」「少しはそう (1点）」「ややそう (2

点）」「ある程度そう (3点）」「かなりそう (4点）」「非前にそ

う(5点）」の6段階で回答し，得点化することで「活性度」

「安定度」「快適度」「覚醒度」を算thした．回収した回答の

うち欠損値を除いた回答を有効回答として分析対象とし

た．

結果および考察

それぞれの得点について多変址分散分析を行い．平均

値・標準偏差および検定を行った（表1，図1). その結果，

「安定度」および「快適度」において交互作用が認められ，

種目による変化のバターンが異なることが示された．また．

体験前から体験後にかけて調査時期に関する単純主効果

が認められたため多厭比較を行ったところ． シーカヤック

では「活性度」「快適度」「覚醒度」に，カッターでは「活性

度」「安定度」「快適度」「覚醒度」において体験前から体験

後にかけて有意な向上が認められた．

どちらのプログラムにおいても，体験前の活性度・安定

度ともに活動に適した高い快適度を示していたが，体験

後にはさらにその値が高いものとなり， ローイング体験は

都市部においても参加者の心理状態の快適度を高める可

能性があることが示唆された．
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図1. 各プログラムにおける体験前後の二次元気分尺度得点の変化

表l．多変国分散分析の結果

分散分析

n g 
祖駿g閲只因・フログラム活性度

（下段laほ箆）

安定虞

裕験6内n囚：n己闘期 活性度
（下殺l3訊庄）

安定度

フログラムXltli'!i時間 活性霞

安定度

快母虞

m,虞

df F P 

1 2609 108 

165'{16.7111 

1 •OO2 961 

“"2 
— 多重比較筏定

.016体駿的：カッター＜ヵャック

.000 ns 

快週虔

n醒度

快週環

呻度

165" (10723) 

1 1.149 285 ,007体駿的：カッター<nャック

165,.(36105) 

1 2.438.120.015 ns 

’ 165. 118.7631 

1 90584 .000... .354 1Jャック：体験的く体“後

165,. (6.576) カッター：体該的く体験復

1 9,917 .002 •• ,057カッター：体騒的く体騒後

165" (5.52) 

1 60566 .000... 269 1Jャック：体駿的く体駿直

165,. (16.702) カッター：囚血く体験後

1 38.614 .000... ●190 1Jャック：体駁的く体U後， 
165. (7,490) 

3,306.071 .020 

4, 129.044 •.024 

5.332.022 •.031 

002.968 000 

•: o<.05. ••: o<.01. •0: o<.001 

括弧内の数mは平均平乃屈匠を示す
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体育実技におけるタグラクピーの指導留意点に関する研究

―医療系専門学校生のアンケート調査よりー一

河野 隆志（東都リハビリテーション学院）

キーワード：タグラグビー，指導，教育

【研究の目的】

タグラグビーは，ルールが簡単なことや高度な技能を有

さなくとも楽しめること，かつ身体接触を排除した安全

性が高いスポーツとして教育現場では注目されている． ま

た，学習指導要領の例示種目に示されたことにより，小

学生を対象にした研究成果が蓄積されている一方． それ

以降の年代を対象にした研究については，あまり散見さ

れないそこで本研究では，医療系専門学生を対象にタ

グラグビーを実施し， その後のアンケート調査結果をもと

に，タグラグビーの指導留意点を示すことを目的とする．

【調査方法】

医療系専門学生75名を対象に，全5回 (1回： 180分）

のタグラグビーの授業を実施後，先行研究を参考に技能

面(11問），運動面(9問），戦術面(5問），社会性而(5問）

から構成したアンケート調査（回答は， 5件法：とてもそ

う思う， まあそう思う， どちらでもない．あまり思わない，

全く思わない）を実施したまた最終回の授業時には，

プレー頻度を測定した．結果の分析・検証については，

IBM SPSS Statistics21を用いた

【結果及び考察】

74.7％の学生がタグラグビーを知らないと回答し，経験

者は5.3％であったが．約65％は今ある知識や技能をもと

に創意工夫して楽しく取り組んでいた．多くの学生が始

めて体験する種目であるが，ルールや技能等は高度なも

のを必要としないため． これまでの体育やスポーツ活動で

の経験， そして授業での取り組む姿勢などから，多くの

教育的な効果をもたらすことが予想される． したがって．

他種目の基本技能や戦術などが応用されるような指導や

助言．それらを意識した指導案の作成が求められる．ゲー

ムのプレー頻度では．男子では68%, 女子では54％が得

点機会を経験し． 1試合 (5分間）あたり 8.14回プレーし

ていた 1回もプレーに関与しなかった学生は1人もいな

かった．

攻守ともに積極的にプレーに参加している一方．危険

であり性差による身体能力から男女混合ではできない種目

であると認識している． これは，相手の腰に付いているタ
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グを取る際に感じる恐怖心からくるものであり， それらを

感じさせない指荘の工夫が求められているといえよう． ま

た男女混合で行う際には，性差に配應したルールや得点

方法の設定，一層の安全管理の必要性が挙げられる．他

方，スローフォワードルール（前方へのパス）を難しいと感

じる学生が多かった これは，始めて経験するルールであ

ることが考えられるが， このタグラグビー特有のルールこ

そが学習課題であるため， それに対処する姿勢を育む指

導が必要であろう．チーム戦略や戦術を踏まえたゲーム

の実践については改善の余地があり，デモンストレーショ

ンを通した情報提供の工夫やそれらの考案や練習する時

間の確保などチームごとへの個別指導や助言などの必要

性が示唆された．

【付記】

本研究は．東京都私学財団による平成24年度私立学

校研究助成事業の研究補助を受けて実施された．
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静止立位姿勢のフロンクル面における身体部位の変化

—骨盤の前傾・後傾に注目 Lて――

高田 遵湖（型心女子大学） 内山 尚子

キーワード：静止立位姿勢，付盤，骨指標

はじめに：姿勢の変化をみるための身体指標として上前

腸骨棘（左・右）．鎖骨内側端（左．右）．耳珠（左・右）．

肩峰（左右）がある．中でも上前腸骨棘は骨盤に位置する

ことから． その位置の変化が股関節．脊柱を介して全身

に影響しており．静Il:立位姿勢を検討するうえで頂要で

ある．骨盤の前傾位．後傾位は．中間位に比べ．比較的

簡単に表現できる形態であるため． これを用いた．

I. 目的：正面の静止立位姿勢の変化から得られる姿勢

情報を分析することを目的とした．

II.方法：骨盤の傾きの変化（前傾または後傾）における

上前腸骨棘と鎖骨内側端の位置変化を写真撮影し． これ

を分析したはじめにA群の6人について個別に姿勢を

検討し． その結果をふまえ． B群を加えてデータを分析．

検討した（写真撮影年月日） A群： 2012年9月27B (2 

名）． 10月17日(3名）． 11月8日(1名）計6名． B群：

2013年2月12日(13名）． 13H (5名）計18名．（被験

者） A群6名 (20歳代から60歳代：平均37歳）女性． B群

18名 (10歳代7名． 20歳代11名：平均20歳）女性（記録

方法）脊柱側弯基準器の後ろに被験者を立たせ．基本姿

勢を1枚撮り．引き絞き骨盤の前傾と後傾を1セットと

して10回試行させた．骨指標として被験者の上前腸骨棘

（左右）．鎖骨内側端（左右）に直径8ミリのシールを貼っ

た． レンズ高は102cm, カメラと被写体のつま先までは．

294cmである．（分析方法）被験者の写真から読み取った

骨指標の位置を求めた． この4部位（上前腸骨棘（左右）．

鎖骨内側端（左右）について鉛直線からの変位と高さ（水

平面）を前傾．後傾こさとにまとめ分析した．分析は．個人

別に検討しさらに全体（群別）を検討した．

Ill.結果と考察： A群の半数はダンス経験者である．変

形性股関節症．脊柱側弯症．アキレス腱断裂などの隙害

や症状を呈するものが3名．上体がかなり右にずれる．上

半身と下半身の回旋方向が逆．腰椎の前弯が強いなどの

特徴があるものが3名である． B群は．運動部に所属する

ものからなり．前十字靭幣再建．胸骨骨折．腰椎（コル

セット着用）．腰椎ヘルニア．腰椎分離症を含む．個別

-32 -

に見ると被験者全貝 (24名）に．碁本姿勢．股関節の可

動域，動きの左右さ，骨指標間の述動方法に個性がある．

A群， B群を比較すると，上前腸骨棘に左右差があるこ

とが共通している （表1). 前傾姿勢，後傾姿勢では，上

前腸骨棘と鎖骨内側端の水平面の位骰（高さ）に有意差

(p<〇.01)があり，共通している（表2）． また， この上前腸

骨棘（左右）と鎖骨（左右）の水平面上の位置は相関して

いる（表3). 前傾姿勢の上前腸骨棘の位置は左右ともに

下がり，後傾姿勢では上る．鎖骨内側端は．前傾姿勢で

上がり．後傾姿勢で下がる（表4).

IV.結論：什盤の前傾姿勢では．上前腸骨棘が下がり．

鎖骨内側端が上がる．後傾姿勢では．上前腸骨棘が上が

り．鎖骨内側端が下がる．

表l．身体指標の左右さ（基本姿勢．前傾姿勢．後傾姿勢）

基本姿勢

前傾姿勢

絨傾姿勢

AD I B群

...t麗骨輝上11骨輯鎮骨 因骨 姿勢塁 上謁骨輯上羅骨隷口骨

左右差高低差左右差冨低豊 左右差富低畏左右畏

● n... n.1. 十 基本姿勢＊ ＊ n... n.s. 

• • • • • • • • lltt傾姿99* * • • * * 
● ＊ ＊ ● ＊ ＊ ＊ 援傾姿勢＊ ＊ ＊ ＊ ● 

* p<O.05 四 が0.01 + 

表2.前傾姿勢，後傾姿勢の比較
棘左 棘右 棘左 田骨右鎖骨左釦骨右

“骨
高低義

n ... 

n.■. 

＋ 

0.05(p(I 

表3.相関表（身体指標の位四）

＇［中こ中， 一

“l)口已鼻鳳L."創轟り．會つ“'●●霞で11量してい贔．

..曹書戴•書· "貫貫ft欝胃貫書 11●●a..會竃鼻鼻鼻“鼻・暴鼻費鐵・O鬱霞・・ ••真訂●霞真竃••會....讐·.......露鼻重

●●曹O

量●書・

ビニロ
， 
， 
E,  

..." 
璽讐...

(ASJ) 

(B群）

表4.上腸骨と鎖骨内側端の水平面での位四（高）
詞輯冨右後輯富右蔚輯富左呻冨左蔚望富右復望富右蔚望富左盪m冨左
闘．．閲 100.85 97.941 100.53 I 173.8 173.21 I 174.03 173.47 

ー14.14 I -13.28 I 3.55 I 3.43 ........ 
87.421 88.25 I 87.118 B8.5呪 181.21 158.95 I 181.18 158.B8 

-2.38 I -2.38 I 5.73 I 5.71 ........ 
p(0.01 .. 

Iヽヽ数露3位切り捨て P<O.01 
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立位時の頭部傾斜姿勢と身体の重心動揺との関係

丸山 剛生（東京工業大学）

キーワード：立位姿勢，頭部傾斜．煎心動揺

目的：

近年，高機能携帯機器が普及している．i携帯機器操作

時には，携帯画面の注視と指による操作のために，頸部

屈曲による頭部傾斜および円背などの姿勢の悪化が懸念

される． また．携帯機器操作時の姿勢が平衡機能に及ぼ

す影咽を検討することは，転倒防止の観点からも董要で

ある．

本研究では，立位時に頸部を9il曲し頭部を傾斜させた
姿勢と生体の重心動揺の関係を明らかにすることをH的
とした また，同様な測定を屋外でも実施するため，イ

ンソール型足圧センサによる重心動揺計測の妥当性を検

証した．

方法：

①立位時の頭部傾斜姿勢と重心動揺の検討

被験者は健康な大学生および大学院生10名を対象に，

床反力計上での立位姿勢（裸足）を3分間保持した時の煎

心動揺を計測した．実験条件は，条件1（直立姿勢の開

眼），条件2（直立姿勢の閉l脹），条件3（頸部を屈曲させ

頭部傾斜の立位姿勢で開眼），条件4（頭部傾斜の立位姿

勢で閉眼）．条件5（携幣機器を右手に所持し，頸部を屈

曲させ頭部傾斜の立位姿勢で開眼），条件6（携帯機器の

操作）とした．床反力は取得周波数lOOHzで計測し，圧

カ中心点 (COP)の移動軌跡から実効値面積を求め，煎

心動揺の指標とした．

②足圧センサによる重心動揺計測

被験者は健康な大学生および大学院生11名を対象に，

3

5

2

5

1

5

 

2

1

0

 

?

t

_

怠

返

゜条件1 条件2 条件3 条件4 条件S図I. 各条件の床反力のCOP実効値面租

条件6

床反力itr．に開眼と閉眼での立位姿勢（靴滸用）を30秒
間保持した時の重心動揺を計測した．床反力は取得周波

数600Hzで計測し同時にインソール型足圧センサを用

いて左右の足圧分布を取得周波数50Hzで計測した．床

反力および足1王分布のCOP移動軌跡の実効値面積を求

め．両者の関係を検討した．

結果と考察：

①立位時の頭部傾斜姿勢と重心動揺の検討

各条件の床反力のCOP実効値面積について．全被験

者の平均と様祁偏差を図1に示す．実験条件を要因とす

る対応のある一元配骰分散分析の結果．条件間による差

が明らかであり． lP：心動揺の大きさは条件6く条件3く条

件4く条件5く条件1く条件2の順であった．頸部屈曲に

よる頭部傾斜姿勢は凧心動揺に及ばす影蓉はないことが

示唆された．

②足圧センサによる重心動揺計測

開眼およびllil脹の立位姿勢について．床反力と足圧に
おける COP実効値面積の関係を図2に示す．両者の関

係には正の相関が認められ．足圧センサによる璽心動揺

計測の妥当性が示され．屋外での韮心動揺計測に応用可

能と考えられた．

（※本研究は．（株）NITドコモ先進技術研究所との共同

研究として実施された．）
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図2．床反力と足圧のCOP実効値面租の関係
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食事組成の異なる食事が血液性状及び野球パフォーマンスに及ほす影響

中達 未佳（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

田中 重陽（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

池川 繁樹(+文字学園女子大学）

角田 直也（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

平塚和也（国士舘大学）

手島 貴範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

牧 亮（国士舘大学）

キーワード：高脂肪食． PFC比率． lfll液性状．身体組成．野球バフォーマンス

【目的】

スポーツ選手にとっての食事は，競技力の維持・向上

のための身体づくり．試合中のエネルギー補給， さらには

疲労回復などの役割がある．特に，身体の発達段階であ

る大学スボーツ選手には，食事提供のサポートだけでな

く食品の食べ方や選び方などを教える食育も璽要となる．

高い競技力を保っために．試合で最大限の能力を発揮で

きるような栄養サボートを展開するために選手の食意識

等を把握し．正しい食習恨による適切な栄養摂取が， ト

レーニングと同様に重要であることを食育として指導する

ことも必要不可欠となる．

本研究は． 2週間の異なる食事組成(PFC比：P:protein 

F: fat C: carbohydrate)の食事摂取が．身体組成．血液性
状及び野球の投球能力に及ぼす影響について検討するこ

とを目的とした．

［方法】

被験者は準硬式野球部員11名を対象とし． 2週間の高

脂肪食 (P比： 16.4%,F比： 39.5%,C比： 44.1%)と

普通食 (P比： 13.1%, F比： 20.3%, C比： 66.6%)の

異なる食事組成の食事を摂取してもらい．身体組成．血

液性状及び投球能力の測定を実験前後に行った．

【結果および考察】

普通食を摂取した群においては．身体組成及び血液性

状に著しい変化は認められなかったが，高脂肪食を摂取

した群においては身体組成の変化は認められなかったもの

の．血液性状のうち．血糖値において有意な上昇が認め

られた（表1). 投球数に伴う投球速度の低下傾向は．両

食事群においてそれぞれ異なる傾向が認められた（図1).

以上の結果から．高エネルギーで高脂質の食事摂取は．

血液性状に影響を及ぱし． さらには．投球バフォーマン

スに影孵を与える可能性が推察された．従って．野球選

手に対する栄養指導は．短期間であっても一定の効果が

もたらされるであろうことが示唆された．

-34-

表 I.2週間の食事介入における血液性状の変化

High fat group Bloodglucose TG FFA T-CHO HDL-CHOLDL-CHO 

(mgldl) (mgldl) (mF.q/L) (mgldl) (mgldl) (mgldl) 
・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・ 
Pre59士4.I] 67:J:25.J o.46:J:0.2 /57:J:25.5 50:J:ll.7 90:J:l7.I 

ヽ
Post 73士9.6-'92:J:46.6 0.5/:J:0.2 /63:J:27.4 51:J:/3.0 94:J:/8.3 

Bloodglucose TG FFA T-CHO HDL-CHOLDL-CJ/0 
Normal diet group 

(mgldl) (mgldl) (mEqlL) (mgldl) (mgldl) (mgldl) ................................................................................................................................... 
Pre 64士8.9 7/:J:/4.9 0.42:J:0./ /69:J:22.5 53:J:8./ 98:J:/9.6 

Posl 64土6.8 62士22.2 0.36:J:0./ /66:J:22.2 55:J:7.H 96:J:/4.9 

：ヽp"0.05 Values are Mean'S.D. 

High fat group OPre 

•Post 
135 

>= 130 

>2 /25 
120 

渚CCl /15 

/JO 

I 2 3 4 5 6 7 8 ， 
Inning 

Normal diet group 
135 

>-:---. /30 
125 

>? 120 
冨115 

/JO 
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 
図l．連続投球によるポール速度の変化
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膝関節伸展筋力の両側性機能低下と筋活動

有田 真章（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

手島 貴範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

福井 利勝（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

田中 重陽（l困l士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

平塚和也（国士舘大学体育学部）

角田 直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：両側性機能低下． Bl.iEMG 

I.研究目的

本研究では．両側性トレーニングを多く実施している

大学生男子新体操選手（以下RG)と一側性トレーニン

グを多く実施している大学生男子陸上長距離選手（以下

LG)を対象とし．ー側性及び両側性における等尺性及び

等速性膝関節伸展筋力と筋活動の関係性について検討す

ることを目的とした．

II.研究方法

被検者は． RG21名及びLG16名とした．等尺性及び

等速性膝関節伸股筋力は． BIODEXsystem mを用いて
測定した．膝関節伸展筋力は．最大トルクを分析の対象

とした．得られた一側性の値（以下UL). ー側性左右の

合計値（以下SUL)及び両側性の値（以下BL)から．両側

性機能低下指数（以下BI）を算出したまた筋力発揮

時に無線型筋電計を川いて．左右の大腿直筋（以卜、RF)

及び外側広筋（以下VL)の筋活動械を測定し．単位時間

あたりの筋電図積分値（以下iEMG)を知liした．

Ill.結果及び考察

RGの膝関節伸展筋力は． Odeg/secでBLがSULより

も有滋に低い値を示し， LGでは．全ての角速度でBLが

SULよりも有滋に低い値を示した．群間比較においては．

BLの全ての角速度でRGがLGよりも有意に高い値を示

した．

BIは，全ての角速度においてRGはLGよりも高値を

示し． 60及び180deg/secでRGはLGよりも有意に高い

値を示した（表1). この結果から RGは． タンプリングや

徒手体操において．両側l司時の巡動を多く実施している

ことから．長年に亘るトレーニングによって．等速性膝関

節伸展筋力の両側性機能低ドが生じなかったものと推察

表I. RG及びLGにおけるBlの比較

81(%) 

群—---------------------------------·Odeg/ sec 60deg/ sec 120deg/ sec 180deg/ sec 

RG -9.4士9.0 ↑ 3.9士17.8 0.3士8.9 -1.1士7.7、、
LG -18.6士10.3 -14.3土11.9 -11.5士8.9 -15.9土10.6

平均値土標準偏差 ヽ：群間差 ↑：角速度間差 ，ヽ↑ ：p<0.05 

された．ー）i． LGは．長時lill•長距離を走るという一

側交．w．の反復トレーニングによって．等尺性及び等速性
膝I関節伸股筋力の両側性機能低下の程度が大きくなった
ものと考えられた．

RF及びVLO)iEMGにおいて． RGは．全ての角速9支

で一側に対して両側の方が闘い値を示した．一方． LG

では．全て0)角述9文で一側に対して両側の方が低い値を

示した．

図1は．左VL0) 120deg/secにおける RG及びLGの

iEMG比 (BL/UL)とBIの関係を示したものである．左

VL 0) 120deg/secにおいて． RGは有意な相l関関係が認め
られなかったが． LGでは有慈な相l関l関係が認められた．

両側性機能低ドが認められたLGは．殆どの巡動条件で

筋の活動htが筋力の大小に影秤を及ぼすことが明らかに

なった．ー）'. RGは．比較的甜速での力発揮条件にお

いて． そのようなl関係は認められなかった．

IV. まとめ
RGは．等速性膝1関節伸展筋力発揮において．両側性

機能低―ドは認められず． LGでは．等尺性及び等速性膝

関節伸展筋力発揮時に両側性機能低下の程度が大きく

なった． さらに．両側性機能低下の要因として，filij側性

巡動時に対して一側性巡動時のRF及びVLの筋活動批

が少ないことが影押している可能性が示唆された．

―‘ 
- ORG 

40 r ------9 r -----―'n.s. 
Ill 
Ill 

II IO O 
Ill 
Ill 

° ̂ 1, 0 0 
。

十 LG

y = l9.974x-28.446 
r=0.717 

—にこ二
図l．筋活動団と Blの関係
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最大等尺性脚伸展動作時の下肢三関節トルク発揮に関する研究

山岸 道央（日本体育大学大学院トレーニング科学系） 伊

平野 智也（日本体育大学大学院トレーニング科学系） 柏木

船渡和男 (8本体育大学）

江 (H本体育大学大学院トレーニング科学系）

悠 (8本体育大学大学院トレーニング科学系）

キーワード：等尺性脚伸展力． lii.I関節． l関節トルク

【背景】

単関節での最大筋力発揮は，関節角度の変化に伴い筋

力は変化する（カー角度関係）．一方， ランニングやジャ

ンプといった多関節動作中の下肢三関節のトルク発揮と

関節角度の関係は不明である．

【目的】

等尺性脚伸展動作時の膝関節屈曲角度の変化に伴う下

肢三関節のトルク発揮と等尺性脚伸展動作と同じ設定で

行った場合での単関節の等尺性の膝関節伸展トルク及び

足関節底屈トルクを比較することをH的とした．

【方法】

被験者は．男子体育専攻学生18名（年齢： 24.1土

3.3yrs，身長： 172.3土7.0cm,体煎： 67.7土9.1kg)であっ
たフォースプレート (9281C,Kistler社製）をレッグプレ

スマシン (LEGPOWER,竹井機器工業社製）のフットプ

レートに設置して等尺性脚伸展力の測定を行った．脚伸

展動作は．右脚のみを対象とし．膝関節屈血角度110度

から60度まで10度毎に変えた6条件とした（完全伸展位

=O)．脚展動作中の被験者に対して右側方9m位置より

高速度カメラ (Basler社製）を月jいて100fpsで映像撮影を

行った．下肢三関節トルクは．Kinematicデークとフォー

スプレートの鉛直成分と水平成分の反力から二次元逆述

動力学法を用いて算出をした．

単関節での等尺性膝関節伸展及び足関節底屈トルクの

測定は．多関節の脚伸展動作を行った18名の被験者の

うち9名（年齢： 24.5士 3.3yrs,身長： 172.3土 7.0cm,体

重： 67.7士9.1kg)を対象として等速性筋力測定器(CON-

TREX, CMV AG社製）を｝ilいて測定した．下肢の関節

角度は．等尺性脚伸展力の測定時と同一にした．

【結果】

等尺性脚伸展力は．膝関節屈鼎角度60疫で最も大き

な値を示した（図1). その時の下肢三関節で発揮された

トルクは．膝関節．足関節及び股関節の順番で大きいこ

とが示された．多関節の足関節底屈トルクは．単1関節で

の足関節底屈トルクと比べて膝関節屈血角度90-1101虻

で小さいトルク発揮であった． また多関節の膝関節伸展

トルクは．凧l関節での膝l関節伸展トルクと比べ膝関節屈

1111角疫80-1101.文で低いトルク発揮であった．

【考察】

足l関節においては膝l関節屈lIlI角度90-110度．膝関節

では膝l関節9iilIIlI角9文80-1101文で共に単関節より低いト
ルク発揮であったその理l:l]は．等尺性脚伸展動作時の

膝1関節伸展および足1関節底,mトルクは．膝1関節屈曲角度
の変化に伴い拮抗筋の筋力発揮の割合が異なったことが

推察される．

【結論】

等尺性脚伸殷動作時の膝l関節伸展及び足l関節底屈トル
クは．膝l関節llillll角9文が大きい場合には単l関節の設定よ
り低いトルク発揮であった．
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等尺性足関節底屈トルクと誹腹筋筋放電量の関係に及ほすトルク増加率の影響

—収縮中の筋束動態の実測を通じた検討一一

秦野純一（早稲田大学大学院スポーツ科学研究科） 若原 卓（早稲田大学スボーツ科学学術院）

川上 泰雄（早稲田大学スボーツ科学学術院）

キーワード： Ballistic運動，筋カー筋放碓址l関係．jJ-長さ1関係，｝J-速度l関係

緒

骨格筋の発揮筋力と筋放寵最との関係は一義的であり，

等尺性収縮の場合．筋放鼈址から一定の精度で発揮筋力を

推定できるとされている(Chaffinet al. 1980, Staudenmann et al. 

2010）． ところが．極めて索早い動作 (Ballistic巡動）の場合．

動作開始直後に．発揮される関節トルクが小さいにもl関わら

ず．大きな筋放電抵(EMGburst)が観察される(Angel197 4, 

Hallett et al.1975). その理由は明らかにはなっていない

等尺性収縮でも筋線維（筋束）は短縮し．その程度は発揮

筋力によって異なる (Fukuna熙 etal. 1997).すなわち．最大

筋力に至るまでの最大下収縮時に．筋線維は紅縮しながらカ

を発揮することになり．筋線維のカー速疫関係が発揮筋力を

変化させることになる． このことが．関節トルクと筋放逍址の関

係に影評することが予想される．そこで本研究は．最大に至る

トルク発揮時間（トルク増加率）が異なるときの関節トルクと筋

放電屈の関係の違いを筋束動態に着Hすることで検討するこ

とを目的とした．

雄

被験者は健常な成人男性9名（年齢 22.3土1.9歳；身長．

174.0士4.9cm:体重． 64.4土6.4kg:平均値士標準偏差）

であった．等尺性足関節筋力計を川いて．右脚の等尺性足I関

節底屈トルクを測定した．実験条件は．蚊大随意関節トルク

を発揮するまでの時間をできる限り短くして筋力発揮する試行

(Ballistic試行）．最大トルクまでの発揮時間を1秒に指定した

試行(FastRAMP試行）． 5秒に指定した試行(SlowRAMP 

試行）とした．排腹筋内側頭 (MG).排腹筋外側頭． ヒラメ

筋．前胚骨筋より表面筋龍図を導出し．随意最大トルク発揮

(MVC)時の筋放電址で正規化したまた．試行中のMGの

筋腹中央部の筋束長を超音波法によってilillljした．

疇

Ballistic試行におけるMGの筋放龍枇は．低強度から中程

度のトルクレベルにおいて． FastRAMP. Slow RAMPより布

意に大きかった（図1).試行中のMGの筋束長は． トルク増

加率の影秤を受けず．同様の変化を示した． Ballistic試行に

おけるMGの筋束の短縮の速さは．低強9文から中程9郎のトル

クレベルにおいて． FastRAMP. Slow RAMPよりも有意に

高かった(I叉12).

登
トルク発揮中の筋束長の変化は3試行でl司様であり． MG

の筋線維はカー長さ1関係にl関しては同程度の影押下にあった

と考えられる．ー）i.Ballistic試行は筋束の短縮の速さが動

作の前半から中盤にかけてff意、に大きく． FastRAMP試行

やSlowRAMP試行と比べてMGの筋線維の力発揮ポテン

シャルはカー速艇l関係の影孵を受けて不利な状態であったと

推測される．

Harwood and Rice (2012)の研究では．等尺性肘関節伸展

述動におけるl関節トルク増加率の増大に伴い．より多くの巡
動単位が動員されることが示唆されている． Ballistic試行の際

には．ィ＜利な力発揮ポテンシャルのもとでのトルク発揮のため

に巡動単位の動H数を増やす．あるいは発火頻疫を絲めるよ

うな調整が中枢神経系で行われていたことが示唆される． lilJ-

のトルクを発揮するために発生する筋放寵址は等尺性収縮で

あっても1関節トルク増｝Jll率によって異なり．これは筋束動態と

対応していることが示された．
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上肢及び下肢筋群における漸増的筋力発揮中の活動動態

長谷川雅志（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

田中 重賜（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

角田 直也（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

平塚

手島

キーワード：筋活動動態．

I.研究目的

本研究では．．r.ll支及びドll支を対象とした漸増的筋力発

揮中における筋力発iil［中の活動動態を）J学的及び生理学

的観点から明らかにすることをl1的とした．

II.研究方法

被検者は健康な男子学生24名とした．肘関節屈鼎筋

力及び膝関節伸展筋力の測定は． Biodcxsystem illをJiI
いて随意最大筋）J(MVC)のilllj定を実施した．被検者に

は．測定開始から徐々に）Jを人れ． 4秒で最大努）Jに達

するよう指示した．被検者には．モニターを確認させる

ことで視此的フィードバックを与えた．筋の放池址及び

圧波拭の測定は．上腕二頭筋 (BB). 内側広筋 (VM).

外側広筋 (VL). 大腿直筋 (RF)のitl・4筋を対象にして

行った トルクの最大到逹地点を 100%として． 0～ 

25% (25%MVC). 25~50% (50%MVC). 50%~75% 

(75%MVC). 75%~100% (MVC)の4段階に分類し．

分析の対象としたなお．放逍l,t及びJE波械は単位時1lil

あたりの積分値(iEMG及びiMMG)として灼出し各筋

のiEMG及びiMMGはMVCの値を100％として各述動

強度の柑対値として％iEMG及び％iMMGを求めた．さ

らに各筋のiEMGに対するiMMGの比(iMMG/iEMG

比）を符出した

Ill.結果及び考察

iEMGは．）Jの増大に伴って増｝Jllしたが．iMMGは

25%MVCが50%MVCよりも各筋においてi't:jい値をポ

し． 50%MVC以降では巡動強9文の増大に伴う圧波址の

贈大が認められた．従って． MVCに至るまでの筋俎図と

筋音l~Iからみた両者の活動··htの変化は必ずしも一致せず．

特に筋力発揮初期段階(25%MVC)においてiMMGが高

値を示すことが明らかとなった（表1).

iMMG/iEMG比は．すべての筋において25%MVCが

他の述動強9虻よりも有、なにiし':jい値を示した．従って．巡

動強度を徐々に，＼':jめて行くような力発揮においては．初

動である 25%MVCはその後の収縮レベルよりもイi滋に

高い値を示すことが明らかとなった また． l—•J椀二頭筋

のiMMG/iEMG比は．ードll知の筋群の比よりも低い値を

和也（国士舘大学体育学部）

貴範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

EMC. MMG 

示す傾向がみられた(Ix)1). 

IV. まとめ

漸増的筋力発揮中では．筋力発揮開始の初期段階にお

いて筋の力学的な祈動が生理学的な活動を上luIり．邸い

活動をしていることが示唆された しかし，筋の述いや巡

動強度によっては活動動態が異なる可能性が示唆された．

表 l. 各筋におけるiEMG及びiMMG

25% 50% 75% 100% 

iEMG 
{mV) 

BB 0.04士0.02 0.10土0.05 0.22士0.11 0.44士0.25

VM 0.02士0.01 0.04士0.01 0.07士：0.03 0.13士：0.06

VL 0.02士0.01 0.06士0.03 0.11士0.05 0.18士0.10

RF 0.01士0.01 0.03士0.02 0.06士：0.02 0.10士0.04

iMMG 
(m/52) 

BB 〇.41士：0.32 0.36土0.31 0.48士：0.36 〇.64士0.36

VM 0.31土0.20 0.24土0.15 0.38士0.21 0.47土0.24

VL 〇.29士0.17 0.21士0.11 0.35士0.19 0.41士0.20

RF 0.26士0.20 0.23土0.16 0.32士：0.12 0.31士0.12
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ロントンオリンピック・バト‘・ミントン競技の男子シンクルス決勝戦の

ゲーム分析から，世界のトレント` となる戦術を掴む

林 直樹（星椛火学）

藤野 和樹（千栄商科大学非常IJi）J講師）

竹内 雅明 (II本大学人学院）

菊地 ll'[ f （仙台大学）

キーワード： ゲーム分析．戦術．バドミントン

I. 目的

リオデジャネイロオリンビック （以 I¥ li．輪）・バドミン

トン競技においてメダルを獲得することをII椋に設；ビす

る．1仕界のトップ3に人る為には体）J・技術 ・心Jll[.戦

術の4つのディマンドが世界トップレベルに達する必災が

ある． ロンドン五輪決勝戦を分析し ． 現時．•.'.(での梢報の

格理 ・分析 ・統合はイi滋義であると考えた．

2.方法

ロ ンドン』．輪男―f•シングルス決勝戦VTR から ． エース ・

エラー分析と空1iil分析を行った．

①エース ・エラ＿分析

図1の様に各ラリーの結木 （球種とコース）を，記録し．

窄lllJ分析の;ft料とした．

~ """ I 1,1 ;;:;; l• I I 叩一心
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図1.エース ・エラー分析の方法

②空間分析

図2左の様にコートを9区lllliに分割し．どこからどこへ

打球したか（配球）を図2,{i}<.に記録した．

ど

こ

t

＇ 
ー

d

n

 

Ml

細

3.結果および考察

窄IliJ分析の結果を表1ならびに表2に示した．

表1.LINの空問分析結果

どこへ
UN 

RR:CR jLR RM:CM :LM RFjCF:LF 

RR : ' 1 : : 17 1 : : 1 20 ．．．．．．．ト・．．．．．：．．．．．．・-・-・・:・・・・・・・:・・・--・ • • • • • •....... J・ • • •... 

CR 
， ， ， ， 

...... :......)...... ・.・9 ・・・・ ....... ;...... :...... ······~-----••i ------
LR 3 : : 1 9 : 2 : 4 4 : : 1 24 

ど ． ． 
: 2 : 1 ... 1...i.5.. ; ・ • 4 ・ • ．．1．3 ．．．． RM ' ' ...... ・......,・．．．．．．

し

CM 2 : : ・ ・1 .. <: ・ ・ 2 • ・ •: ト・・・ ・ • ・ 6 : 3 : ..1.4 ... か ．．．．．．．ヽ............. .............,....... 
ら LM 1 : : 1 : 1 : 1 7 : 3 : 3 17 
RF 10 : 1 : 1 : 1 : I : 4 : 14 32 ．．．．．．、．．．．．．,．....... ，．．．．．．.＇ ......,...... 
CF ・・1・6 ・・・・: ・・・2 ・・・、:...7 .... : 2 : 1 : 5 : 2 ..35 ..... .......,............. 
LF 13 : 1 : 11 : 2 : 1 12: 4 : 4 48 

45 ! 4 : 21 11 ¥ 12 ¥ 24 33 : 24 I 29 
四：2.0%． : 10.3% 5.4̀  : 59̀  ; 1 1.8̀ 16.3ヽ！11.8̀  ; 14.3¥ 

どこへ
U王

RR;CR: LR RF:CF:LF RM : CM :山

RR 3 : : 3 ..5 ..: ..5 ..: ..15 . 3 : 1 : 8 43 

．．．．．．．： ト・．．．．＜： ・．．．．．．
....... ;............. 

CR 1 : 2 : 1 : ; ..4 .... 
······~··・・・・・~-····· · · ····、. .....~- - · · · · ·

LR I ， ＇ 11 : 1 : 4 3 : :3 23 、・. . 
ど RM : : 1 : 1 : 1 : ; 4 7 
し
...... •. ..... ;....・・・ .....-―． ,............. 

CM : 1 : : 3 : 2 : 3 : 5 ・ ・ 1• 4 ・ • ・ • か ......、......,.......
10 r 3 : 2 ら LM 

． ． ． ． ． ＇ 2 : 1 : 18 
RF 3 : 1 : 7 : : 1 I : 3 : 16 32 ....... ;............. ...... ~....... ;...... ・ ・ ・ ・ ・ • 拿 ． ．．．．． 4· • • • • • • 
CF 6 : 1 : 7 : 1 : 7 : 7 : 9 ..3..8 ... ・ ・ ・ ・ ・.、......,＇....... ．．．．．．．.......,・・• ・ ・ • 
LF 6 : : 8 I : : 2 7 : 2 : 26 

19 i 3 i 26 20 I 14 I 22 35 i 19 i 47 
93¥ i 1.5¥ :12.乃 9.6% ‘: '6.6ヽ’：' 10.711 17.1%: 9.311 ． :22.郊

表2.LEEの空間分析結果

結果． コー トliii)jへの配球がとも に多く ．LEEが

49.3%. LINが42.4%であり ．ネットリプライを中心にラ

リーを形成した相手に攻撃機会をなるべく与えない様

にストローク ・プロダクションしたと．思われる．また．サ

イドでは相手のフォア0[ll中心で配球し．バック側にスペー

スを作 り出すことが11,1米たと考えられた相手に攻撃機

会をなるべくり・えないラリーを形成し．チャンスはしっか

りと打ち統けることが．今後の試合においては巫要である

と思われる．

図2. コートの区分けと記録表
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野球における打撃動作中の足底圧動態

畑島 一翔（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

手島 貨範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

角田 直也（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

田中 重陽（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

平塚和也（国士舘大学）

キーワード：野球選手．打撃動作．足底圧力動態

I.研究目的

本研究では， ピッチングマシンをJllいた実打， ティー

打撃及び索振りの3種類の打撃動作中の下肢の動作に着

目し．打撃動作の技術的要索を明らかにするとともに．

ティー打柴及び索振りが実打に及ぼす影押について検討

することを目的とした．

II.研究方法
被検者は大学生野球選手10名とした．被検者には

足底圧カセンサ(zebris社製）上で実打 (FB). ティー

打撃 (TB)及び索振り（BS)をそれぞれ21HIずつ全力

で行わせた．打撃動作は． 2台の同期させた高速度

カメラによって撮影した分析項Hは．最大スイン

グ述疫 (MSV)とし． FBでは．ホームベースより規定

の距離である 18.44mの位骰にピッチングマシンを設置し．

投球のコースは各打者のストライクゾーン中心とし．投

球速庶はllOkm/hに設定した． TBでのボールの位置は．

前後左右の位i代を一定とし．高さは各被検者が構えた

姿勢でボールの中心が大転子の甜さにくるように調節し

た．足底圧力の分析項目は．両足及び左右それぞれの足

底圧力，左足から右足への足底圧力の変化率．足底圧力

中心の移動軌跡長 (CoP.CoP(X).CoP(y）），足底圧力中

心の単位軌跡長 (CoP/s,CoP(x)/s, CoP(y)/s)とした． x
方向を打撃方liiJ.Y方l［りを身体の前後方l句と定義した．

Ill.結果及び考察

全ての試技における MSVに1T泣tな差は認められなかっ
た． MSVとCoP.CoP/s及びRCFを比較した結果，全

ての試技における CoPのX方 1£1J(CoP(x))及びY方向

(CoP(y))と MSVの1HJには． FBとTBにおいて有意な正の

相関関係がそれぞれ認められた しかし． BSにおいては

CoP(x) のみに~·t;t.な正の相 l関 l関係が認められ． CoP(y)で

は認められなかった． CoP/sにおいても同様の結果となっ

た． BSでは，打撃動作によって重要とされる．並進巡動

から回転運動への変換が効率よく行われていないものと推

察された． CoP/sとCoP(x)ls及びCoP(y)/sの関係を比較し

た結果．全ての試技において1i意な正の相関関係が認め
られたが． CoP(x)/sとCoP(y)/sを比較すると． CoP(x)/sが

CoP/sとの間で， より密接なI関係にあることが確認され

たまた， RCFとCoP(x)/sのllllには全ての試技において

有意な正の相OO関係が認められた． FBとTB及びBSと

の関係は， CoP/s,CoP(x)及びCoP(y)全ての項目で有意

な正の相OOOO係が認められたが， RCFではBSにのみFB

と有意な相関関係が認められた． BSはFBと並進巡動が

類似していることが確認された．

IV. まとめ

野球の打漿動作においてMSVを“jめるためには，

MSVとCoP及びCoP/sとの関係は爪要であり， TB及び

BSがFBに及ばす要l!iとして， BSはFBの並進巡動， TB
はFBの回転巡動に影押を与える可能性が推察された．

45 

4
0
3
5
3
0
2
5
 

(
s
/
E
-
>
S
11¥1 

゜

20 
0.0 2.0 4.0 6.0 

CoP(x)/s (m/s) 

45 

40 

`~J ... UE 一9`u , ・35 

＞ u z 30 
25 

20 

0.0 

炉。＾仔
゜゚

0.5 1.0 

CoP(y)/s (m/s) 

図I. MSVとCoP(x)/S及びCoP(y)/sの関係

1.5 

-40-



東京体育学研究 Vol.5 

中高年女性ゴルフ愛好者におけるスウィング中の足底圧動態

山口ひより （国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

田中 重陽（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

角田 直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

平塚和也（国士舘大学）

手島 貴範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：足底圧，ゴルフスウィング，重心動揺軌跡

I.研究目的

本研究では．定期的にゴルフレッスンを実施している中

高年女性ゴルファーを対象に． ドライバーによるスウィン

グ動作中の足底J玉動態を明らかにし， それらがゴルフス

ウィング動作に及ぼす影弊について検討することを目的と

した．

II.研究方法

被検者は都内ゴルフセンクーのレッスンに通う女性ア

マチュアゴルファー 12名（年齢： 41~69歳）とした． ド

ライバーの最大ヘッド速庶 (MSV)が30~34m/sの被検

者をHG.24~29m/sの被検者をLGとし． 2群に分類

したスウィング動作は． 2台の高速度カメラ（デジモ社

製： VCC-HlOOO)を用いて撮影し．動作撮影の前にキャ

リプレーションフレーム (2mx 2m x 2m)を設骰し， フ

レーム撮影を行った．キャリプレーションフレームの中心

から両方のカメラの距離は． ともに6.30mとし，被検者

の側面と前方から撮影した．得られた2次元座標を用い

て． DLT法により 3次元座標を算出したまた．分析区

間は個人によって要した時間が異なるため相対時間で規

格化した．スウィング中における足底1王は， ZebrisFDM

フォースプレート (Zebris社製）を用いて測定した．分

析項Hは，足底l.:E中心の移動距離 (LNG), 移動速度

(LNGfflME), としたまた，バランス能）Jの指標とし

て． Zebris上で1tllI脹片脚立ちテストを実施した．

Ill.結果

トップオプスウィングからインパクトのLNGとMSVの

関係は．有意な相関1関係が確認されたが， LNGffiME

については．有意な相関関係が認められなかった．従っ

て中高年女性ゴルファーにおける．スウィング速度の蒻

低に関述しているのは．足底圧中心の速度ではなく足底

圧中心の移動距離であるものと推察された また． トッ

プオプスウィングからインバクトのLNGと閉眼片脚テスト

のLNGの関係について検討したところ．両者には．右足

において負の相関l関係が認められた．従って．バランス

能力が高い人は．スウィングにおいて足底圧中心の移動

距離が長いことが明らかとなった．
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IV. まとめ
中高年女性ゴルファーが速いヘッド速度を生みだす為

には，足底｝J：中心の述度より．移動距離が董要であるこ

とが推察された また， トップオプスウィングからインパ

クトにかけての十分な体煎移動が重要であることが示唆さ

れた さらに．片脚立位の安定性がゴルフスウィング動作

に及ぼす影押が大きいことが明らかとなった．
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泳速の違いによる水中ドルフィンキック動作の変化

仁木 康浩（日本体育大学大学院）

袴田 智子（国立スポーツ科学センター）

小早川ゆり（日本体育大学）

柏木 悠（日本体育大学大学院）

船渡和男（日本体育大学）

キーワード：競泳． ドルフィンキック．速度変化

【背景】

競泳競技において． スタート及びターン後15mまでは

滸水（水中移動）が許可される．全種目に共通する水中移

動はドルフィンキックであり．競技結果にも関わる爪要な

技術と言える．競泳の技術向上のトレーニングは．低い

速疫で動作改善を行い．徐々に速度を増加させることで．

新しい技術獲得に繋げていく． 日本代表経験男—f選手

（トップ選手）と大学男子選手（大学選手）の水中ドルフィ

ンキック動作を最大及び最大下速度で比較し． トップ選

手の動作を元に大学選手の技術向上を考察することを l.=:I

的とした．

【方法】

被験者は． トップ選手7名（年齢23.0土2.8歳身長

176.7士6.2cm, 体重74.8土9.1kg)と大学選手12名（年

齢19.8土1.2歳身長171.5土4.7cm．体重67.6土5.0kg)

であった試技は． 25m水中ドルフィンキックを3試技

（全力泳． 80%.50%Time)を行った右側方から4台の

水中カメラ (Panasonic社製） 30fpsで撮影を行ったタイ

マーカウンクー同期システム (FOR.A社製）をJIlいて4台

の水中カメラを同期した． SpeedMater (Vine社製：以
ードSM)を）l］いて．サンプリング周波数500Hzで水1|I移

動述1文の計測を行った．全ての計測機は，スタートトリ

ガー（）けl•l ハードシステム社製）を用いて同期し． Time

計測はストップウォッチ (SEIKO社製）を用い手動計測

したデーク分析は．速度が一定となった1ストローク

とし．画像解析ソフト Frame-DIASNを使川し． 2次元

DLT法をJllいて座様変換を行った解剖学計測、点11点

から各々の点での鉛直変位屈と関節角度を算出した．ス

トップウォッチの25m計測結果と SMのストローク数か

ら， StrokeRate (SR), Distance Per Stroke (DPS)を符：II¥

した．

【結果及び考察】

水中ドルフィンキックは速度増加に伴い，両群とも SR

が大きくなる傾向を示した（図1). 同一速度で比較する

と． トップ選手は大学選手より DPSが大きい傾向がみら

れた ドルフィンキック動作中の身体各部位の鉛直方,,,j
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の振り幅において．両群とも． l•Jl如から下肢にかけて徐々

に大きくなる傾向が示されたが．全泳述を通じて． トッ

プ選手は大学選手より振り幅が小さい傾向を示した．膝

関節角度は．両群とも速度増加に伴い小さくなる傾向を

示し全泳速を通じて． トップ選手は大学選手より．膝

内角角度の範囲が小さい傾向を示した（図2). このこと

から．大学選手では．膝屈血角1文を小さくして．抵抗を

軽減することで． DPSが大きくなる可能性が示唆された．

【結論】

トップ選手は．最大速度時にて． SRが大きく． また最

大下の速度では．大きなDPSを布していて．膝屈血角度

が狭い事が特徴であった．
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ホッピング動作周波数の違いによる RJ-indexとLegstiffnessの変化

伊 江（日本体育大学大学院）

袴田 智子（国立スボーツ科学センター）

船渡和男（日本体育大学）

柏木 悠 (H本体育大学大学院）

天野勝弘（関東学園大学）

キーワード： RJ-index,Leg stiffness, ホッピング動作周波数

【背景】先行研究において連続跳躍動作に関する指標は

RJ-indexとLegstiffness二つがある． RJ-indexは，跳躍高

と接地時間の割合から求められる．一方． Legstiffness 

は，接地局面における質枇中心の鉛直方向の変位と，鉛

直方向の最大地面反力の比率として求められる．先行研

究では，各種の跳躍動作に対してLegstiffnessもしくは

RJ-index という 1つの指標を用いて検討されたが． 2つの

指標の関係は明らかにされていない

【目的】本研究は．ホッピング周波数を変えたときのRJ・

indexとLegstiffnessの変化を検討することを目的とした．

【方法】女子中学生12名．女子エアロビック選手10名

を対象に地面反力計の上で10秒間の両脚連続跳躍動

作（ホッピング）を行なった．ホッピング動作の動作周波

数は．先行研究 (Hobaraet al., 2010)を参考に．1.5Hz.

2.25Hz, 3.0Hzの3つの異なる設定周波数に設定した．

被験者には①設定されたホッピング周波数に合わせるこ

と．②できるだけ高く跳ぶこと．③できるだけ接地時間

を短くすること．④手を腰においた状態で試技することを

指示した地面反力計から，接地時間，滞空時間． RJ-

index (RJ-index=H汀c.Hは跳躍高， Tcは接地時間）．

Leg stiffness (Leg stiffness=Fpeak/△COMDFpeakは最大

地面反力．△COMDは身体董心の鉛直変位）．

【結果および考察】 RJ-indcxは．ホッピング周波数の増加

に伴い減少する傾向（図1)が認められた．全ての周波数

では，女子中学工アロビック選手と女子中学生との間

で有意な相関関係が認められなかった． Legstiffnessは

ホッピング周波数の増加に伴い増加する傾向（図2)が認

められた．本研究の結果は． Hobaraら(2010)が1.5Hz,

2.2Hz, 3.0Hzを用いてホッピングの増加に伴う Leg

stiffnessが増加する傾向と一致していることが認められた．

さらに，ホッピング周波数の高い2.2Hz,3.0Hzのホッピ

ング周波数において女子中学工アロビック選手は女子中

学生に比べ． Legstiffnessが有意に高い値を示した．

2.25Hz, 3.0Hzのホッピング周波数において．女子中

学エアロビック選手は女子中学生に比べ．接地時間が有

意に短い， Legstiffnessが有意に高いことを示した．ホッ

ピング周波数が変えた場合， LegstiffnessはKneestiffness 

によって調節される (Hobaraet al., 2008)ので， 2.25Hz.

3.0Hzのホッピング周波数において両群間に存在する Leg

stiffnessの相述は膝関節に周る筋と腱組織の特性に依存

することを考えられる．

【結論】 RJ-indexおよびLegstiffnessはホッピング周波数と

の間に相関l関係が認められ，ホッピング周波数の増加に

伴う Legstiffnessは増加し． RJ-indexは減少する傾向を示

した高い動作周波数においてLegstiffnessは連続跳耀動

作の能力が示された．
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アメリカンフットボール選手の1年間のトレーニングが
筋形態及び筋機能に及ほす影響

岡田

田中

角田

和也（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

煎賜（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

直也（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

平塚

手島

和也（国士舘大学）

貨範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：アメリカンフットボール．筋形態．筋機能

本研究では．大学生アメリカンフットボール選手の1年

間のトレーニング効果を明らかにすることをH的とした．
被験者は．大学生アメリカンフットボール選手25名と

し． 2011年7月にpre, 2012年7月にpostの測定を実施

した大腿における伸筋群（大腿直筋．外側広筋．中聞

広筋，内側広筋）及び屈筋群（大腿二頭筋短頭及び長頭，

半腱様筋．半膜様筋）の筋横断雁積及び筋体積はMRI法

により測定した．等速性膝l関節伸展・屈曲筋力の測定は．
BIODEX System mを用いて測定し，間欠的ペダリング
運動時における無酸索性バワーは， 自転車エルゴメーター

(Power Max V II)を川いて測定した また， 4種のフィー

ルドテストを行ったそれぞれの測定項Hでpreに対する
postの変化率を算出した．

フィールドテストは全ての項LIでpostがpreより優れた
値を示したまたそれぞれの項l」でpreに対するpostの

変化率は．約ー7.7%~2.7％であった．伸筋群と屈筋群

における各筋の筋体梢をpreとpostで比較した結果，伸

筋群でpreよりpostが有意に増加していた各筋別にみた

ところ外側広筋が3.8士5.8%, 中Ilり広筋が3.7士5.9％の

有意な増加を示していた．一方，J川筋群ではpreとpost

では，増加傾liりがみられたが有;(;j：な差は認められなかっ

た．各筋別にみたところ有意な増｝Jllを示した部位は，大

腿二頭筋長頭（4.3土6.1%)のみであった (Table.1）．膝関

Table.1 Comparisons of muscle volume between pre and post in 
KE. and KF 

change ratio 
Pre Post (%) 

KE (cm•) 2328.8土 303.1* 2382.8土 345.5 2.0土 3.2
--------------------------------------
RF (cm•) 349.5土 56.4 345.4土58.8 -1.4土 4.9

VL (cm•) 740.0土 95.2 * 773.1土 109.0 3.8土 5.8

VM  (cm•) 580. 7土 89.9 581.0士 102.0 -0.3 ± 3.0 

VI (cm•) 657.9士 111.9* 683.3土 109.0 3.7土 5.9

KF <cm•> 912.6土 123.9 963.S土 156.1 4.5土 8.0
--------------------------------------
BFI (cm•> 118.2士 22.5 * 124.1土 20.3 3.8土 14.7

BFs (cm•> 258.3±35.8 271.5土44.6 4.3土 6.1

ST (cm°) 24S.6土 41.9 255.6士49.6 3.2土 8.3

SM (cm•) 290.6土 49.7 312年 67.9 5.6土 9.1

Pre:2011 Post:2012 Values arc Mean土s.o. •:p>0.05 

節伸展・屈llI筋力及び無酸索性バワー発揮能力の年間比

較について検討したところ． それぞれの項目でpreとpost

で有慈な差は認められなかった． 1年間のトレーニングに

よって．筋機能は．署しい発達がみられなかった． Fig.1

は．伸筋群及び屈筋群の筋体梢の変化率と等速性膝関節

伸殷・屈1111筋）Jのピークトルクの変化率との関係を示し

たものである．伸筋群の変化率と伸展筋力の変化率．屈

筋群の変化率と屈筋筋力の変化率の間には．有意な相関

関係が認められたまた．伸筋群及び屈筋群の変化率と

無酸索性バワーの変化率のlil]に打、意な相OO関係は認めら

れず．必ずしも．筋体積の増t,tが無酸索性バワーの増大

に直接関わるものではないことが推察された．伸筋群及び

屈筋群の筋体積の変化率とフィールドテストの変化率の

関係は．伸筋群においてはI-Testのみ有意な負の柑関関

係が認められ．屈筋群では． L-Test及びI-Testで有意な

負の相関関係が認められた．

以Jこのことから． アメリカンフットボールの1年間のト

レーニング効果は．下肢筋群を著しく発達させ．筋力や

フィールドテストの向上に影押を及ばすことが明らかに

なった．
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腰部及び大腿部における野球投手の形態特性

坂東龍一郎（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

田中 重陽（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

角田 直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

平塚和也（国士舘大学）

手島 貴範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

キーワード：筋体積左右差， MRI

I.研究目的

本研究では，野球投手の腰部及び大腿部における筋の特

異的発達部位を明らかにすることをH的とした．

II.研究方法

被検者は大学野球投手10名とした．股l関節周囲筋群の

筋横断画像は，磁気共嗚映像法を用いて．股l関節周りのT2
強調画像を，スライス厚10mm, スライス間隔0mmにて撮

影した．被験筋は大腰筋 (PM),大殿筋 (GM).大腿直筋

(RF),外側広筋（VL).中間広筋（VI).内側広筋(VM).半

腱様筋(ST),半膜様筋（SM).大腿二頭筋短頭（BFs),大

腿二頭筋長頭(BFI)の計10部位とし，各筋群の筋横断面積

から筋体積を算出した．筋横断面積及び筋体積は．測定姿

勢による各筋への影評を考慮し． PM,RF. VL. VI. VM 

では仰臥位姿勢で． GM.SM. ST. BFs. BFlはうつ伏せ

姿勢で評価をした．筋体積については，秋間ら 1)の算出方

法と同様の式によって鉢出し．筋横断面梢は各被検者の筋

長を100％で統一することにより相対値として評価をした．

Ill.結果及び考察

PMでは．筋長の起始部から中央部である10%~55％部

位において，踏込脚が支持脚より有意にiりjい値を示した．一

方． GMでは筋長の中央部である35%~60％部位におい

て．支持脚が踏込脚より有意に高い値を示した．大腿伸筋

群であるRFでは．遠位方向の75%~90％部位において支

持脚が有意に高い値を示し． VLでは．簡長の中央部付近

から停止部である65%~80％部位において踏込脚が支持脚

より有意に高い値を示した． VIでは筋長の筋腹部位付近で

ある30%~45％部位において踏込み脚側が有意に高い値を

示した． VMでは．筋長の起始から中央部付近である30%

~40％部位において踏込脚が有意に高い偵を示した．大

腿屈筋群であるSMでは．筋長の中央部である30%~50%

部位において．踏込脚が支持脚より有意に甜い値を示した．

STにおいても．筋長の中央部である35%~50％において．

踏込脚が有意に蒻い値を示した． BFs及びBFlのいずれに

おいても．有意な左右差は認められなかった．筋横断面積で

は，踏込脚側でPM.VI.支持脚側でGMにおいて有意な

左右比率が認められた（図1).筋体積では踏込脚側でPM.

VL. VI, VM. SM.支持脚側でGM.RFにおいて有意な

左右比率が認められた（図2).
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図l．野球投手における筋横断面租の左右比率
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図2.野球投手における筋体栢の左右比率

IV. まとめ

野球投手の特異的発達部位は．腰部であるPMでは踏込

脚側で． GMでは支持脚側で認められたまた．大腿部で

はVL.VI. VM. SMが踏込脚側で． RFでは支持脚側に

おいて特異的な発達が認められた．筋横断面積で左右差が

認められなかったRF.VL, VM, SMは筋体積で評価する

と若しい左右差が認められた．

1)秋間広．久野譜也，福永哲夫．勝田茂：MRIによるヒト

の膝伸筋・膝屈筋における形態的特性およぴ生理学的断

面積当りの筋張力．体力科学． 1995:44, 2. 267-278. 
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Lucas-Kanade法を利用した筋形状リアルクイム計測

八重嶋克俊（東成人学大学院）

絣方 徹（国立際，片者リハビリテーションセンター研究所）

l 緒言

,,11jf象 1 ー．の特徴 、•.'.(を 1 、 1 動追｝もする手法である Lucas­

kanadc法 (Lukas& Kanadc 1981)は近年．超脊波B

モードiIIii像にも｝心川され始めてlヽる (Leect al. 2008)が．

それをリアルタイムに火施し．筋形状を表すバラメータ （筋

束長など）を抽出する試みは未だ行なわれて lヽなlヽ．超ff

被IIhii象におけるパラメータは．伸張反射感受性や．Iaおよ

ぴn群線維からの求心性の信サを反映する ことがポ唆さ
れており (Croninct al. 2009). リアルタイム，i|．il[Ijシステム

の尖視は．パラメータを規定する尖験条件を II［能にする

邸味でイi川であると考えられる． そこで本liJf究では． I‘・ 

腿後1friの超沿劇1hj像に対し． Lucas-Kanadc法をリアルタ
イムに応）廿し．筋束K :J;J状角を抽／1＼するシステムを作

成した

ll 方法

下腿後1(Iiの超沿如1hj（象 （アナログ．NTSC.30Hz)か

ら．I排）j及筋内側頭の縦断画像を得．その11hj（象に対し．

National Instruments社のLabVIEWとそのVision|}り発モ

ジュールを活川し．特徴．’・[i、として6.1・＇i.（浅h中の腱91岱を規定

する 2.I！ふ筋求を規定する 2.’・＇ヽ(.深11'1o)腱9j促を規定する

2.I•Ii.)を規定し． Lucas-Kanade法による 1·1 動追l:rbを行なっ

た 1dl時に規定される 3直線の交、点を符：出し筋束長等

のパラメータを1IIl走した （図1). さらに 1泣じシステムの粘

／文に関し．従米行なわれてきた手動による II視i|.illIjとの

比較から評価することをII的に．以ドの尖験を行なった．

健湖成人男性1名（年齢29歳．身長173cm.1本巫80kg)

を対象に．座位 (ll生1彫節100°.I條1関節120°)にて． I‘9)腿

長の30％の位置に超i予波プロープを貼付したうえで．足

関節の最大可動域でのI氏-,'rlul述動を尖施した同時に作

成したリアルタイム，iI• illll にて筋束長および羽状角を狩 II\

し．課題後に II視により分析した手動，i|洲ljイれとの比較を

行なった．

Ill 結果 ・考察

手動追尾とリアルタイム計測において全体的な変化の

動態は近似し．初期伯からの変動のII.If系列変化 (1i12)関

する級内相関係数については．筋束此において0.71. ;J;J 

状角につLヽて0.85と似j値をホした． この結呆は． この計

泊［島 則夭 (|KI立問，料者リハビリテーションセンクー研究所）

中深公孝 （東成大学人学院）

キーワード： 超音波法 l.1動追）も．リアルクイム

illllシステムを伸張／又射感受性をモニタリングするII.J途とし

て利川できる LLJ能性を示している．今後は．被験者数を

増やし．粕J姐検証を継統していくとともに． このシステム

を）、ぶ/IJできる尖験条件（例えば． ストレッチング強度の筋

束長による規定）について．考案していく）巧とである．

図1.6点を指定し得られる3直線の交点を同定
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図2.筋束長および羽状角の時系列変化
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